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研究成果の概要（和文）：　臨床中堅看護師能力開発プログラムによる研修後のアンケート結果から、参加者の
78.1％が課題を「解決できた」と回答していた。また、ポートフォリオの導入は、研修生自身の活動を振り返る
ことができ、俯瞰することで課題解決を促進させることにつながっている可能性が示唆された。さらに、研修前
後に臨床中堅看護師能力評価尺度（CS-SCN）の測定により、研修後に臨床中堅看護師の能力、特に役割遂行能力
と研究能力が有意に高くなることが示された。
　本プログラムは臨床中堅看護師の能力を向上させるのに有効である可能性が示唆され、さらにポートフォリオ
を本プログラムに併用することは有用である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：　In 2008, we developed the Improving Nurse Competence Program for Senior 
Clinical Nurses. A questionnaire survey was administered before and after the program. 78.1% of 
participants replied "we could solve our ward's problem". Also, the training participant looked back
 on own activity by using of the portfolio and could overlook it. And it was suggested that they 
improved the competence to solve problems. In 2013, we developed the Competence Scale for Senior 
Clinical Nurses (CS-SCN). The CS-SCN comprise five factors: “Role accomplishment”, “
Self-management”, “Research”, “Practice and coordination”, and “Work implementation”. CS-SCN 
scores for total score, "Role accomplishment" and "Research" were significantly increased after 
completing the program.
　The program appeared to improve nursing competence in the senior clinical nurses. And also it was 
suggested that using a portfolio for this program was effective for the improving the competence of 
the senior clinical nurses.

研究分野： 臨床看護
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
臨床中堅看護師は看護師としてのキャリ

ア形成上、重要な段階に位置しており、看護
活動においてリーダーシップを発揮してい
くことも求められ、期待されている。その役
割を果たすためには、医療環境や役割の変化
に対応した知識や技術の獲得・刷新が必要で
あり、中堅看護師にとって看護実践能力は不
可欠であり 1)、中堅看護師の能力開発のため
の看護継続教育は重要である。 

2009 年 7 月に保健師助産師看護師法改正
ならびに看護師等の人材確保の促進に関す
る法律改正により、2010 年 4 月より新人看
護職員の研修制度が努力義務化となり、新人
教育が整備されてきている。しかし、中堅看
護師に対する施設内の義務的教育の機会は
少なく、看護継続教育のあり方が問われてお
り、中堅看護師の能力開発については十分で
はなく、整備が遅れている。中堅看護師の能
力開発手法に関する調査報告は少なく、特に、
研修の効果を信頼性、妥当性のある手法で評
価した報告や、教育評価の調査報告も少ない。
また、一部の施設では、看護職個々が自らの
目標を持ち、主体的に能力や成果を活用でき
るようポートフォリオが用いられており、近
年、教育界や医学界で広がっている 2)。教育
の分野において、中央教育審議会大学分科会
制度・教育部門「学士課程教育の構築（審議
のまとめ）」（2008 年 3 月）では、「個人の能
力を評価する方法として、ポートフォリオが
重視される時代」として、「学士課程におけ
る評価に当たっても、多様な学習活動の成果
を評価する観点から、学習ポートフォリオの
手法を積極的に取り入れていくことは有意
義である」と提言しており、学部教育におけ
るポートフォリオの活用の取組みの報告が
ある。看護分野においては、看護師の継続的
能力開発やモチベーションの向上に効果が
あるとされ、キャリア開発ラダーや目標管理
の一部として臨床への導入が始まっている 1)

が、その効果を検証した研究論文は少なく、
緩和ケア認定看護師 3)やスタッフ 4)を対象に
した研究など数件であり、中堅看護師を対象
とした研究論文は見当たらない。 
 これまで、研究代表者の赤嶺らは、平成 17
～19 年度に科学研究費補助金若手研究（Ｂ）
（研究課題名：臨床看護師における看護継続
教育の現状分析および推進プログラムの開
発）により、Ａ病院（病床数 470 床）におい
て、参加型アクションリサーチを用いて中堅
看護師に必要な能力、中堅看護師における効
果的、効率的、継続可能な看護継続教育プロ
グラムのあり方について検討を行った 5）。さ
らに平成 20～22 年度科学研究費補助金基盤
研究（Ｃ）（研究課題名：臨床中堅看護師の
効果的な看護継続教育プログラムの開発お
よび評価）により、臨床中堅看護師の能力開
発プログラムの開発を行ない、中堅看護師を
対象に研修プログラムを実施した 6），7）。また、
臨床中堅看護師の能力を測定する評価尺

度：臨床中堅看護師能力尺度（CS-SCN；
Competence Scale for Senior Clinical 
Nurses）を開発した 8）。平成 23 ～25 年度科
学研究費補助金基盤研究（Ｃ）（研究課題名：
臨床中堅看護師の能力開発プログラムの信
頼性・妥当性の検証および活用）により、Ａ
病院において本プログラムを継続実施し、新
たに B 病院において本プログラム導入・実施
を進めてきた。本研修プログラム後の調査結
果から、一部の参加者の意見として、個々の
能力の向上が見えないなどがあった。このこ
とから、新たにポートフォリオの導入・活用
することによって、本研修プログラム参加者
が学習成果に対する省察することにより自
己の成長を確認して、さらなる成長へと役立
てることができると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では、研究代表者の赤嶺らがこ

れまでに開発した「臨床中堅看護師能力開発
プログラム」および「臨床中堅看護師能力尺
度（CS-SCN；Competence Scale for Senior 
Clinical Nurses）」に加えて、新たにポート
フォリオを活用することにより中堅看護師
全体および個々の能力の向上の方法を開発
し、その有効性と課題を明らかにすることを
目的とした。 

 
３．研究の方法 
これまで、研究代表者の赤嶺らは A病院の

中堅看護師を対象に独自に開発した臨床中
堅看護師能力開発プログラムと臨床中堅看
護師能力尺度を用いた評価を実施し、新たに
B 病院で本プログラムを導入してきた。本課
題研究（平成 26～28 年度）ではこれまでの
成果を基に、アクションリサーチ手法により、
本研究の初年度（平成 26 年度）に本プログ
ラムを継続して B 病院で実施した。併せて、
ポートフォリオを導入した。 
本プログラムは、所属する部署の課題を把

握し、課題解決に向けて分析と計画をたて、
課題解決の取り組みの過程においてポート
フォリオを活用するものである。研修実施期
間は約 6 か月間で、月に 1 回の Off-JT （講
義、演習、フォローアップ研修、実践報告会）
と、6 か月の OJT（各所属部署における自己
の課題の取り組み）から構成される。研修初
回の集合教育では講義（「組織論」、「目標管
理」、「リーダーシップ論」、「看護サービス提
供論」「効果的学習のためのポートフォリ
オ」）を行い、その後の演習ではファッシリ
テーターの支援を受けながら所属部署にお
ける自己の課題を明確にして、実践計画書を
作成した。作成した実践計画書に基づき、各
所属部署では課題解決に向けた取り組み、実
践を行った。フォローアップ研修では進捗状
況の確認および取り組み・実践を行う上で、
困っていること等について意見交換し、研修
担当者および実施支援者（大学教員）から助
言を行い、さらに研修参加者との情報交換を



行った。各自の実践活動の結果をまとめ、実
践報告会でその成果の発表を行った。 
研修の対象は B病院の中堅看護師で、対象

の選定を各病棟師長に依頼し推薦してもら
った。文書による説明と同意書により参加の
同意を得た。 
平成 27 年度、平成 28 年度も同様に、本プ

ログラムにポートフォリオを導入して実施
した。 
本研修の前後で研修参加者にアンケート

調査を実施した。さらに、研修終了後に研究
協力者である研究会メンバーにもアンケー
ト調査を行い、最終年度（平成 28 年度）に
はフォーカスグループインタビューを実施
した。 
 

４．研究成果 
（１）臨床中堅看護師能力開発プログラムに
よる研修で取り上げた対象者の課題内容 
本研究課題期間中の平成 26 年度から平成

28 年度の 3年間で、本研修に参加した対象者
は合計 38 名（平成 26 年度 13 名、平成 27 年
度 12 名、平成 28 年度 13名）であった。 
参加者 38 名の課題として取り組んだテー

マの内容を、「スタッフ教育」「ケア方法」「感
染予防」「記録・情報共有・伝達」、「システ
ムの改善・導入」「インシデント予防」の６
カテゴリーに分類した。 
「スタッフ教育」では、「透析室の急変時

対応～ACLS の取り組み」、「中途就職者への指
導方法について」などのテーマを取り上げて
いた。「ケア方法」については、「排泄ケアに
対する取り組み」、「離床プログラムの取り組
み」などのテーマを取り上げていた。「感染
予防」では、「消毒ポーチの活用」、「５Sおよ
び感染を意識した輸液ルート選択」などを取
り上げていた。「記録・情報共有・伝達」で
は、「救急外来における効果的な記録」、「手
術室での情報共有の徹底」などのテーマであ
った。「システムの改善・導入」では、「PNS
の確立」「手術室入退室の統一」などを取り
上げていた。「インシデント予防」では、「PNS
を活かし安全な看護を目指して」「薬剤投与
における業務の統一化」などを取り上げてい
た。 
 
（２）研修後のアンケート調査結果 
平成 26 年度から平成 28 年度の 3 年間で、

本プログラムの研修に参加した 38 名に対し
て、各年度の研修終了後にアンケート調査を
行った。32 名の参加者から回答が得られ（回
収率 84.2％）、これらを分析対象とした。 
参加者の平均年齢は 36.9 歳で、平均臨床

経験年数は 13.4 年であった。本研修プログ
ラムは参加者自身のキャリア開発に 96.9％
の者が「役立った」と回答していた。その理
由として「他部署の課題取り組みに刺激を受
けた」「中堅看護師として意識がもてた」「問
題解決に向けて、上司と相談しながら取り組
みを行うことができるようになったから」な

どを挙げていた。 
 本プログラムに参加したことによって得
た知識、技術、態度について、「知識」では、
「問題解決のプロセス」「評価や分析方法」
「問題解決に向けての推進要因と阻害要因
を出す事で何を解決すれば解決に向かうの
かが明確になった」などを挙げていた。また、
「技術」では「人に何かを伝える技術」「人
を巻き込む技術」「教える技術」「先輩、後輩
スタッフとの円滑なコミュニケーション技
術」などを挙げていた。これらは所属する部
署の課題を解決するプロセスを通して、中堅
看護師として課題解決に必要な技術である
ことが考えられた。さらに「態度」について
は、「自分から率先して行うこと」「問題から
逃げない」「自信がついた」「これまで以上に
リーダーシップを発揮しないといけないと
思うようになった」などを挙げていた。これ
らは､課題解決のプロセスを通して、中堅看
護師に求められる能力を維持・向上させる原
動力となり、モチベーションを高める要因と
なると考える。 
 本研修プログラムの満足度では、43.8％が
「満足」、53.1％が「まあ満足」と回答して
おり、満足度は高かった。その理由として「自
己の考え方や行動について振り返るきっか
けになり、自己の行動で病棟が良い方向へす
すみ、それが病棟のレベルアップへつながり、
全ては患者の為になるのだと改めて学んだ」
「今後自分が指導育成していく立場である
ことを再認識できた」「自分で考え、行動す
ることが以前よりできるようになった」など
を挙げており、中堅看護師としての役割を認
識し、自信やモチベーションの向上にもつな
がっている可能性が示唆された。 
 本研修を進めていく上で悩みや困難だと
思ったことについて、「有り」と回答した者
が 96.9％であった。その具体的内容として、
「色々なタイプのスタッフがいて、どのよう
にまきこんでいけばよいのか戸惑うことが
あった」「それぞれの言い分の中間に立って、
調整が難しかった」「分析能力が不十分であ
ったが、師長や主任に相談ですることで解決
できた」「勤務時間内でできず、休日出勤や
残業があった」などを挙げていた。相談相手
として最も多かったのが所属部署の師長
（87.5％）、次いで所属部署の主任（62.5％）、
所属部署内の同僚（53.1％）、所属部署内の
先輩（37.5％）、研修担当者（37.5％）であ
った。今後、本プログラムの研修を推進する
には、所属部署の師長や主任と連携をとりな
がら行うこと、所属部署の上司や同僚との中
間的立場として調整能力やスタッフを巻き
込む能力を向上させるための工夫を行うこ
と、研修参加者の時間的負担とならないよう
に、参加しやすい勤務調整や業務調整を行う
などの工夫を行うことが必要であると推察
された。 
 研修に参加して、課題が解決されたかにつ
いては、78.1％の者が「解決できた」と回答



していた。「解決できなかった」と回答した
者は 15.6％であった。解決できなかった理由
として、「継続が難しい内容であった」「もう
少し時間が必要であった」などを挙げていた。
研修の課題のテーマとして、解決可能なテー
マか、研修期間内で実施できる内容かどうか
など、内容や範囲、時間的なことも考慮して
テーマを検討する必要があることが今後の
課題としてあげられた。  
 ポートフォリオについて、「活用した」と
回答した者は 87.5％であった。その活用方法
では「配布された資料を入れた」が 89.3％、
「課題解決の取組の過程で必要な書類をい
れた」が 82.1％、「資料の見直しや整理（俯
瞰）ができた」が 64.3％であった。活用後の
感想では、「活動の振り返りになった」が最
も多く 78.6％、次いで「計画を立てるのに役
立った」が 46.4％、「他者への説明に役立っ
た」が 42.9％、「自身の成長を感じた」が
14.6％であった。ポートフォリオについての
意見では、「ファイリングすることで、自分
の考えがまとめやすくなり、振り返りにも役
立った」、「手順の見直し、計画が立てられ、
研修がスムーズにはかどった」「ファイルを
見ると、やらないといけないなという気持ち
になった」などが挙げられた。ポートフォリ
オの導入は、課題解決の目標達成の過程にお
いて、研修参加者自身の活動やその歩みを振
り返ることができ、また、俯瞰することで、
客観的に整理して考える事ができ、課題解決
のための促進につながる可能性が示唆され
た。さらにモチベーションの向上や自身の成
長を認識する可能性も示唆された。今後は年
度毎の詳細な分析を行い、論文化を進める。 
 
（３）研修前後の臨床中堅看護師能力評価尺
度（CS-SCN）スコア 
平成 27 年度の本プログラムによる研修に

参加した 12 名のうち、研修前後のアンケー
トに回答の得られた 11 名に対して、研修前
後の臨床中堅看護師能力評価尺度（the 
Competence Scale for Senior Clinical 
Nurses；CS-SCN）スコアの分析を行った。研
修前後の比較では、トータルスコア、役割遂
行能力（Role accomplishment）、研究能力
（Research）で有意差が認められ、研修後の
スコアが有意に高くなっていた。それぞれの
P 値は、トータルスコアが 0.029、役割遂行
能力（Role accomplishment）が 0.025、自己
管理能力（Self-management）が 1.000、研究
能力（Research）が 0.012、実践と調整能力
（Practice and Coordination）が 0.258、お
よび業務遂行能力（Work implementation）
が 0.942 であった。本プログラムによる研修
は、臨床中堅看護師の能力、特に役割遂行能
力 （ Role accomplishment ） と 研 究 能 力
（Research）を向上させる可能性が示された。 
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